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（４）視覚的イメージ（平面図）（ステップ 3） 
 ブロック配列状況を視覚的に捉えられるように、前節で抽出したタイプの代表的なブロック配列をもとにした平面図を図２に示す。なお、参考として標準配列を掲載する。 
 
 ■千鳥配列：Ｄ１                           ■千鳥配列：Ｄ２                           ■千鳥配列：D３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ ブロック平面図 

上下方向、横方向ともに目地が通らない。 上下方向には千鳥配列であるが、横方向では直線状に目地が通

る。 
横方向には千鳥配列であるが、上下方向では直線状に目地が

通る。 

■（参考）標準配列：Ｂ２４ 

上下方向、横方向ともに目地が通る。 
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（５）総合評価（ステップ４） 
 抽出したタイプの代表的なブロックについて、総合的な観点（波の減勢効果、施工性、安定性、景観への配慮、生態系への配慮、航行船舶への影響）から評価を行った。その結果を表３に示すが、大きな相違点は見られなかった。

今後、詳細設計を行うに当たり、これらのブロックの中から経済性等を考慮しながら選定していきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

表３ １丁目２割被覆ブロック比較 
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